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福岡県勢、苦戦のなか、成年男子シングルスカルで優勝した今泉喜樹さん（三菱化成）。表彰台の上で思わず喜びのポーズ。
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9月8日、午後6時。ドドンガドンと威勢のよい運賃太鼓の演奏を合
図に始まったeとびうめ国体前夜祭、。明日からの本番を前に今夜Iま、
町民も選手たちもお祭り履き。コーラスこもねび、五月みどりショーと
会場は熱気に包まれ、町民総踊りで一叢にピーク。6千人以上の人々が
夜空に打ち上げられた2千境の花火（こ酔いしれた。
9月9日、さあ今日から4日間、善人の熱さ戦いが縁り広げられる。
午前8時30分。ドドーンという花火を合図に選手団の入場行進が始まっ
た。午後には秋篠宮ご夫妻がこ到着され、会場は3万5千人の入場者を
記録した。民泊のお父さん、お母さん、幼稚園児、仲間たちの応援が続
く。選手たちの戦いをボランティアの人たちが陰で支える。これほどま
でに町民が一体となったことが含まであっただろうか。熱いドラマは終
った。大成功のうちに・ii…。
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F二二藷三重園田二二二二m南面

福岡県勢の主な成績

′成年男子舵手付フォア

遠賀選抜　　6位

′成年男子シングルスカル

今泉喜樹　　優勝

′成年女子ダブルスカル

宮原　澄・久森敦子　8位

′少年男子シェルフォア

福岡舞鶴高校　　7位

′少年男子シングルスカル

堅田剛彰　　準決勝3位

′少年女子シェルフォア

遠賀高校　　準決勝3位

クルー

△遠賀橋の下は選手たちの憩いの楊
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△会場では選手とおしの温かい
事∴∴∴∴き

△豊津の民泊を支えたお母さんたち

△和気あいあいと食事をする嶋津民泊

△10（畑メートルを漕いだ後はご覧の通り
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△明日の決勝を前にエールを交わすクルーたち
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九
月
九
日
か
ら
遠
賀
川
漕
艇
場
で
四

日
間
行
わ
れ
ま
し
た
夏
の
国
体
も
無
事

終
了
致
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
国
体
決
定
以
来
、

全
国
か
ら
の
選
手
関
係
者
を
暖
か
く
迎

え
ろ
た
め
各
地
区
で
苺
刈
り
や
あ
き
か

ん
拾
い
、
あ
い
さ
つ
連
動
、
花
の
水
か

け
等
々
、
又
、
今
年
は
例
年
に
な
い
酷

暑
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
夜
祭
を

含
め
当
日
早
朝
か
ら
の
色
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
集
団
演
技
等
、
多
数
の

方
々
の
御
協
力
に
よ
り
、
色
々
と
反
省

す
べ
き
点
も
あ
り
ま
し
た
が
一
応
成
功

の
う
ち
に
終
る
謡
が
で
き
ま
し
た
。

民
活
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
御
家
庭

の
お
陰
で
全
国
の
高
校
生
と
遠
賀
町
と

の
き
ず
な
も
一
段
と
深
ま
り
、
選
手
関

係
者
も
競
技
で
は
ペ
ス
ト
を
尽
さ
れ
、

楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
帰
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の

方
々
の
総
ぐ
る
み
で
御
協
力
い
た
だ
い

た
お
陰
だ
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
賞
重
な
経
験
を
生
か
し
今
後
、
後

世
に
誇
れ
る
郷
土
作
り
に
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
共
、
よ
ろ
し
く
御
指
導
の
程
お

願
い
致
し
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
賀
町
国
体
実
行
委
員
会
会
長

遠
賀
町
長
　
高
　
山
　
和
　
幸

D
優
勝
チ
ー
ム
恒
例
の
儀
式
／

♭
野
菜
は
多
め
に
し
て
、
後
は
‥
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9月15日の敬老の日、遠

賀町内の各地区で、日頃の
ご苦労をねぎらってもらお

うと敬老会が開かれました。
なかでも、中央区の敬老

会では、どじょうすくいの

格好の男子が安来節を、ま
た女子は合唱を披露し公民

館は笑いと拍手で大にぎわ
い。指導にあたった吉村達

雄さん（中央区文化部長）
は「初めは恥ずかしがって
いましたが、練習している

シワもほころぶ孫との敬老会。；書：韮謂嘉睾
－中央区の敬老会では　　　　　　料理で区をあげでの敬老会

子ともたちによるヤスキ節が粥一　諸宗嘉蒸器

8月26日（日）に久留米

市総合体育館で第33回福岡

県民体育大会が開かれ、バ
レーボール競技一枝女子の

部で遠賀郡代表として出場

した遠賀町チームが圧倒的

な強さで優勝し、遠賀郡チ
ームの2連覇をもたらしま

した。メンバーは次のとお

りです。

（監督）秦和琵（選手）安

福岡県では向うところ敵無し。繋㌔警護諌言
遠賀町バレーボールチーム 代子、秦京子、手光都、船

山洋子、高杢加代美、矢野
－第33回福岡県民体育大会　　　　郁子、入江美智子、呉加代

一般女子の都で優勝－　　子さんら13人o

9月9日（日）国体に合

わせて県民総参加を目指す

デモンストレーションのス

ポーツ行事・少年スポーツ

大会が豊前市で開かれ、少

女バレーボールの部で島門
ジュニアが見事に擾勝しま

した。「正選手の負傷欠場

にもかかわらず代わりの選

手が大酒謹しての優勝。子

どもたちと共に言葉になら

みんなで勝ち取った金メ列レ　議警器霊等
とっても輝いてますよ。　　と鴫立培行輔。メンバー

の堀さん、鴫立さん、堂元
－少年スポーツ大会のバレーボールで　さん、秦さん、田激さん、

島門ジュニアが優勝－　田中さん優勝おめでとう．／

、7＼

“広報おんが観　では、あなた

の周りの身近な出来事や話題を

待っています。役場の広報担当
までご連絡ください。℡293－1234

5年前から環境美化
を実践、新町区を
モデル地区に！

9月26日福岡市で開催された平成

2年度福岡県環境衛生大会において

里山積市民（新町区長）が、福岡県

地区衛生連合会々長表彰を受けられ

ました。この表彰は、地域の環墳衛

生の向上に貢献した人に贈られるも

ので、星山さんは5年前からのゴミ

搬出、分別について地域の巡回指導

を行ってきました。「5年前の区の

ゴミ捨て場はもうそれはそれはひど

かっだですよ。燃えるゴミからピン

・カン類までみんな一緒なんですか

ら……。でも、今では町内のモデル

地区となり、区民の皆さんに感謝し

ています。町全体に広がることを願

っています。」と感想をもらしてい

ました。



臆患∃案書画重患書棚圏 ��� 

！謹選星団臨・こ報諜 ���轍鰹糀 �∴∴ 、＼」ぐ言一一 

／買誓繕 �十佑“”“京 、」書i城山「 ��：　　　一ヽ「＼ 

槌正己少も． 二一′．・・● �∴●：∴： 

ノ・予　、＼・ �　－1 ∵一、（ �‘‘′・鮒：i勢灘 

／　　　　載 �し・．・畿懇艶鰯 ���V 

私． �鰯縁oノで‾　　漣訪％・l－ 
io、 ′へベベ �き‘・滋，　　※季‾：　／ 

．↓‘． 一節・ 翻既超想骸、． ∴一∴ 酪禁。鐙＜； ●◆● ∴■ヽ �。，イ法定 ‾114－ 緩 ∴一事少子∴∴∵∴ ��〆 、yl，∴∴ ′・も二〇 ∴「ヽ ん・抑広」 �l ・、▲・！ ．‥i l l i 

ミ寒＿ ���i 遠島草 ）／▲5 �二三三ぎ三 ���日 i 
○，i”ソ．＿ ‾・lrr‾丁一一一言へ＿⊥ 

粥「招∵磐ril窪需諜語詰轟鵠華圃曜日 
つ葱いざく亡 をつねるく 改　め　せ ら　く　し �お � �救 急 �火題 額 　町 �：：∴：∴：∴描 

ん　　今　母 と　　朝　の �ん が 短 歌 会 詠 ���災　名 �㌫′霊蕊警聖は続詰駿に 言：「：∴：言・∴いな ス身れつ金“放プ識め式I ∴∴：∴嵩 を体るてな火し口をiに言がド 
下　の　泣 り　洒∴∴∴∴さ ゆ　艇　声 ���45 �回責 

け場が ばと譲 二び儀 匹っの のめ帰 秋国途 大津柴体南に 前も脊 ���5 �再 

3用言 
革 1、へi∴ ��4年惇 ��o；急読書曇○薫き詰蓄　憲治 場を田　崎 ト　佳 シ ミ∴∴∴∴房　子 �����羅o羅羅端 と 
手下 

－8‾‾

と
び
う
め
国
体
秋
季
」
金
高
に
む
け
て

5
2
人
の
遠
賀
っ
子
が
〝
海
に
つ
ど
う

出
会
い
の
火
〃
を
運
ん
で
き
ま
す
。

リ
告
詩
経
諜
結
語
●
と
き
＝
日
月
1
7
日
（
水
）

ゆ
か
り
の
あ
る
8
カ
所
。
炬
火
は
大
勢
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
県
内
全
市
町
村
を
大
会

旗
と
と
も
に
リ
レ
ー
さ
れ
秋
季
国
体
の
メ
ー
ン
会
場
の
煙
火
台
に
点
火
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
で
も
1
0
月
1
7
日
（
水
）
の
1
3
時
〓
分
に
芦
屋
町
よ
り
炬
火
を
引
き
継
ぎ
、

町
内
6
区
間
を
リ
レ
ー
し
た
後
、
岡
垣
町
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
す
。
ま
た
遠
賀
町
へ
は

和
布
刈
公
団
で
採
火
さ
れ
た
「
海
に
つ
ど
う
出
会
い
の
火
」
が
引
き
継
が
れ
ま
す
が

こ
の
リ
レ
ー
に
は
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
5
2
人
が
参
加
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
／
コ
ー
ス
沿
道
で
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1
3
時
1
1
分
（
芦
屋
町
か
ら
引

継
ぎ
）
か
ら
日
時
6
分
（
岡

垣
町
へ
引
き
継
ぎ
）
ま
で

●
コ
ー
ス
日
程

（
引
継
地
）
苦
慮
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
入
口
　
1
3
時
〓
分
（
引
継
式
）

（
第
－
区
間
）
↑
　
　
（
自
警
嘗

（
中
継
地
）
船
ノ
暮
ス
ー
パ
ー
サ
ン
調
罵
分

（
竺
区
間
）
↑

（
中
継
地
）
新
町
商
店
街

（
竺
区
間
）
↑

（
休
憩
地
）
遠
賀
町
役
場

（
蕾
区
間
）
↑

（
中
継
地
）
遠
賀
青
果
市
場
前

（
碧
区
間
）
↑

（
中
継
地
）
パ
ス
コ
タ
ウ
ン

（
莱
区
間
）
↑

（
走
者
1
3
人
）1

3
時
2
7
分

（
走
者
1
3
人
）1

3
時
細
分
（
歓
迎
式
典
）

（
走
者
1
3
人
）1

3
時
5
3
分

（
自
動
車
輸
送
）

1
3
鴫
5
6
分

（
走
者
1
3
人
）

（
引
継
地
）
ハ
タ
リ
ー
精
白
工
業
部
　
日
時
6
分
（
岡
垣
町
へ
）
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（
浅
木
小
6
年
）

（
　
　
〃
　
　
）

（
　
　
〃
　
　
）

（
　
　
〃
　
　
）

区
間
別
大
会
旗
・
炬
火

リ
レ
ー
隊
の
メ
ン
バ
ー

（
第
二
区
間
）

燈
火
保
持
者

〃
副
保
持
者

リ

レ

ー

隊

長

大
会
旗
保
持
者

随

　

走

　

者

光
日
　
韓
太
（
南
中
3
年
）

岩本　里恵（　　〃　　）

中村　誠治（　　〃　　）

吉野　剛理（　　〃　　）

小川　智信（　　〃　　）

石田千代子（　　〃　　）

村井　初子（　　〃　　）

原
田
　
大
蔵
（
広
渡
小
6
年
）

松本　淳司（　　〃　　）

結城　祐司（　　〃　　）

杉本　充（　　〃　　）

徳王　太郎（　　〃　　）

村山　孝明（　　〃　　）

（
第
六
区
間
）

燈
火
保
持
者

〃
　
副
保
持
者

リ

レ

ー

隊

長

大
会
旗
保
持
者

（
第
三
区
間
）

垣
火
保
持
者

〃
　
副
保
持
者

リ

レ

ー

隊

長

大
会
族
保
持
者

随

　

走

　

者

吉
田
　
裕
行
（
遠
申
3
年
）

武谷　和恵（　　〃　　）

鳴立比呂二（　　〃　　）

徳王　雅彦（　　〃　　）

山下　克己（　　〃　　）

井口　実記（　　〃　　）

森高　由貴（　　〃　　）

安
永
　
俊
介
（
島
門
小
6
年
）

田中　英博（　　〃　　）

中
海
　
孝
次
（
　
　
〃
5
年
）

今
橋
　
美
歩
（
　
　
〃
6
年
）

松
本
　
典
子
（
　
　
〃
5
年
）

小林麻衣子（　　〃　　）

内
田
　
武
蔵
（
連
中
3
年
）

鴫立由生子（　　〃　　）

前田一極（　　〃　　）

大内田礼仁（　　〃　　）

石橋　真（　　〃　　）

寺苺　友美（　　〃　　）

山崎　聡美（　　〃　　）

松
尾
　
繋
樹
（
島
田
小
6
年
）

随

　

走

　

者

（
南
中
3
年
）

（
　
　
〃
　
　
）

（
　
　
〃
　
　
）

（
　
　
〃
　
　
）

（
　
　
〃
　
　
）

（　　〃2年）
（　　〃　　）

（
浅
木
小
6
年
）

（
　
　
〃
　
　
）

〃
　
　
　
村
上
　
泰
輔
（
　
　
〃
5
年
）

〃　　　深町　崇碓（　　〃　　）

〃
　
　
　
原
　
痩
子
（
　
　
〃
6
年
）

〃　　　堂元　洋子（　　〃　　）

〃
　
　
　
秦
　
　
和
美
（
　
　
〃
5
年
）

な
お
、
当
日
の
リ
レ
ー
隊
通
過
時
に
は
、
一
部

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
対
象
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
体
育
振
興
係
℡
2
9
3
－
6
5
2
5
へ



10月

∴馴

貌菰韓捉◎鍾痍診輔
教育委員会学校教育課

来年の春、ピッカピカのラ
ンItセlLが似合うみんなけ

必ず受けてね。
●と　き10月18日（木）

・受付12時30分～13時

・検診13時－

●ところ　遠賀町中央公民館

●対∴象　昭和59年4月2日から60年4月1日まで

に生まれた人

●持参晶　健康診断通知ハカキ

●該当する人にはハカキでお知らせしていますが、

届いていなかったり、当日受診できない

人は、あらかじめ教育委員会学校教育課
℡（293）1234へご連絡ください。

堅
固
。
弱
e

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

義
雄
学
校
で
の
「
体
験
学
習
」

福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
は
、
遠

賀
郡
、
宗
像
市
、
粕
屋
郡
な
ど
を
校
区

と
し
現
在
百
十
二
人
の
児
童
・
生
徒
が

学
ん
で
い
る
糞
護
学
校
で
す
。

日
頃
、
「
養
護
学
校
っ
て
、
ど
ん
な

学
校
な
ん
だ
ろ
う
」
　
「
ど
ん
な
勉
強
を

す
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
、
ど
う
ぞ
今
回
の
体
験
学
習
に
来

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
目
時
）
平
成
2
年
日
月
0
0
日
（
金
）

と
平
成
3
年
1
月
1
8
日
（
金
）
の
午
前

9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
●
場
所
）
福

岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校
（
粕
屋
郡
古

賀
町
大
字
久
保
）
℡
0
9
2
（
9
4
3
）

8
6
1
4
●
内
容
）
学
校
案
内
、
授
業

参
観
、
授
業
へ
の
参
加
、
こ
と
ば
の
指

導
給
食
、
教
（
旗
）
育
相
談
な
ど
。

●
申
込
み
先
）
遠
賀
町
役
場
学
校
教
育

課
℡
2
9
3
－
1
2
3
4
●
申
込
み
締

切
り
）
Ⅱ
月
9
日
（
金
）

～
一
瞬
の
永
遠
～

「
心
で
写
す
写
真
展
」
の

出
展
作
晶
を
募
集
中
。

N
H
K
で
は
、
1
2
月
9
日
の
「
障
害

者
の
日
」
を
中
心
に
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
一
環
と
し
て

「
私
の
愛
す
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、

障
害
を
お
持
ち
の
人
々
か
ら
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
）
　
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

「
旗
育
手
帳
」
ま
た
は
「
愛
の
手
帳
」

を
お
持
ち
の
人
●
テ
ー
マ
）
　
「
私
の
愛

す
る
も
の
」
　
（
家
族
、
自
然
、
動
物
、

町
、
旅
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
）
●
作

品
の
大
き
さ
）
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
写

実
で
キ
ャ
ビ
ネ
版
●
応
募
点
数
）
一
人

一
二
点
以
内
（
組
写
真
は
除
く
）
●
応
募

方
法
）
作
品
の
裏
面
に
①
作
品
の
題
名

⑧
氏
名
③
年
齢
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥

「
手
帳
」
に
よ
る
障
害
の
種
類
と
等
級

を
記
入
し
た
紙
を
添
付
し
て
必
ず
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
●
応
募
締
切
り
Y
 
m
月

3
1
日
（
水
）
　
●
送
付
・
問
い
合
わ
せ

先
）
〒
脚
I
O
I
 
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー

「
心
で
写
す
写
真
展
」
事
務
局
℡
0
3

（
4
6
5
）
1
1
1
1

平
成
2
年
度
青
年
海
外
協

力
隊
貝
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
格
）
2
0
歳
以
上
3
9
歳
（
平
成
2
年

日
月
約
日
現
在
）
ま
で
の
日
本
国
籍
を

も
つ
心
身
と
も
に
健
康
な
青
年
男
女

●
募
集
人
員
）
約
脚
職
種
に
わ
た
り
、

約
千
人
の
隊
員
を
募
集
し
ま
す
●
募
集

期
間
）
1
0
月
1
5
日
（
月
）
か
ら
Ⅱ
月
0
0

日
（
金
）
ま
で
●
応
募
方
法
）
青
年
海

外
協
力
隊
所
定
の
願
書
を
協
力
隊
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
）
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
前
2
－
9
－
2
8
（
福
岡
商
工
会

議
所
ビ
ル
8
F
）
青
年
海
外
協
力
隊
九

州
支
部
℡
0
9
2
（
4
5
1
）
3
3
8
0

第
2
回
筑
豊
さ
わ
や
か

マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
看
募
集

筑
豊
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
は
勤
労
者

の
心
身
の
健
康
増
進
と
健
全
な
余
暇
活

動
の
機
会
の
提
供
を
目
的
と
し
た
も
の

で
今
年
で
2
回
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た

完
走
者
の
中
か
ら
抽
選
で
男
女
各
一
人

を
「
グ
ァ
ム
マ
ラ
ソ
ン
」
に
ご
招
待
し

ます。
●
目
時
）
Ⅱ
月
1
8
日
（
日
）
午
前
8
時

2
0
分
か
ら
●
コ
ー
ス
）
飯
塚
市
陸
上
競

技
場
周
辺
コ
ー
ス
●
種
目
）
男
子
1
5

鳥
・
m
鳥
（
そ
れ
ぞ
れ
年
令
別
）
女
子

1
5
患
・
m
鳥
（
そ
れ
ぞ
れ
年
令
別
）

●
垂
加
料
）
一
人
千
五
百
円
（
保
険
料

含
む
）
●
申
込
み
締
切
り
）
1
0
月
1
5
日

（
月
）
●
申
込
み
方
法
）
所
定
の
申
込

香
（
役
場
企
画
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
と
官

製
は
が
き
を
同
封
し
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
参
加
料
は
郵
便
定
額
小
為
替

で
申
込
み
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
手
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

7
－
7
福
岡
県
労
働
部
労
働
福
祉
課
内

「
筑
豊
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
」
英
行
委

員
会
事
務
局
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1

1

1

1

お
詫
が
と
訂
正

9
月
2
5
日
号
の
1
0
月
の
行
事
予
定
の

な
か
で
、
1
6
日
（
火
）
に
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
農
業
相
談
日
は
1
5
日
（
月
）

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（9今古賀排水樋管改築工事①今古賀地区線防補修工事
工事船岡10815日一平成3年3月獅日工事期間10月15日－12月20日

水害より地元の財産と生

命を守るため、能管の改築

と堤防補修工事を地図の箇

所で行います。期間中は、
一時通行止めとなります。

ご協力お願いします。

年に一度の晴れ舞台が
あなたの自信作を
お待ちしています。
▼催物の日程

●11月9日陶19：00－

オータムコンサート

出演秋山恵美子（オペラ歌手）

●11月10日出

子とものっとい14：00－

映画・紙芝居・その他

おとなのつとい19：00－

ファッションショー・コーラス・

その他

●11月11日〈日〉10．00－

芸能まつり
▼作品展示

11月9日・10日・11日の3日間

▼会　　場

遠賀町コミュニティーセンター

▼展示作品の出展を希望される人

は10月11日から10月25日までに

中央公民館事務室に申込吾を提

出してください。また謡曲や仕

舞などの出演希望がある場合も

同じです。

●問い合わせ先

中央公民館事務室℡293－1355

ブルーインパルスも来るよ。

芦屋基地開庁30周年航空祭
●と　き＝10月28日（日〉午前9時か

ら午後3時まで

●ところ＝航空自衛隊芦屋基地内

●内　容＝航空機、ナイキ、戦車、

ホークスなどの地上展示F－15

などの展示飛行、バトンフラワ
ー、モデル撮影会など

●問い合わせ先＝芦屋基地渉外室

℡（223）0981

回
国
回
国

総
務
庁
の
「
行
政
相
談
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
の
た
め

に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
。

役
場
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
事
に
つ
い

て
、
「
わ
か
ら
な
い
」
　
「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
　
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」

「
こ
れ
で
は
困
る
」
な
ど
の
悩
み
は
行

政
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

き
た
る
1
0
月
出
目
か
ら
柳
日
ま
で
の

1
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
日
頃
持
っ
て
い
る
悩

み
や
要
望
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
遠
賀
町
で
も
次
の
日
程
で
行

政
相
談
：
心
配
こ
と
相
談
を
合
同
で
行

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い。●
日
時
　
1
0
月
1
8
日
（
木
）
1
3
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
行
政
相
戦
制
慶
の
問
い
合
わ
せ
先

九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
相
談
課

℡

0

9

2

（

4

3

1

）

7

0

8

1

●
そ
の
他
　
本
町
の
行
政
相
談
員
は
木

守
の
木
村
欒
さ
ん
で
す
。

℡
（
2
9
3
）
0
1
8
2

平
成
2
年
度

遠
賀
町
青
少
年
主
張
大
会

遠
賀
町
民
会
議
で
は
、
今
年
も
町
内

各
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
m
月
2
8
日

（
日
）
に
青
少
年
主
張
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
1
6
人

の
熱
い
思
い
を
是
非
お
聞
き
く
だ
さ
い

●
目
時
）
1
0
月
2
8
日
（
日
）
午
前
9
時

か
ら
成
時
ま
で
●
会
場
）
遠
賀
町
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
●
発
表
者
）
小
学
生

8
人
・
中
学
生
6
人
・
高
校
生
2
人
の

計
1
6
人
（
発
表
順
は
当
日
抽
選
）

戦
没
者
慰
霊
祭
を

1
0
月
2
6
日
に
行
い
ま
す
。

町
の
遺
族
会
の
主
催
で
、
次
の
と
お

り
戦
没
者
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
転
入
さ
れ
、
遺
族
会
に
所

属
さ
れ
て
い
な
い
人
で
慰
霊
祭
に
参
加

さ
れ
た
い
人
は
、
準
備
の
都
合
が
あ
り

ま
す
の
で
m
月
5
0
日
（
土
）
ま
で
に
役
場

福
祉
課
福
祉
係
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
目
時
）
1
0
月
2
6
日
（
金
）
午
前
1
0
時

か
ら
●
場
所
）
慰
霊
塔
前
（
遠
賀
中
学

校
桜
庭
）

琶
嵩
曲

第
8
回
遠
賀
町
民
体
育
大
食

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

天
高
く
、
馬
肥
ゆ
る
秋
空
の
も
と
、

あ
な
た
の
日
頃
の
成
果
を
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
　
平
成
2
年
1
0
月
怨
日
（
日
）

▽
開
会
式
　
9
時
0
0
分
、
引
き
続
き
競

技
開
始

▽
雨
天
の
場
合
は
中
止

●
場
所
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ

　

ー

ト

●
覆
目
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

混
合
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
資
格
　
遠
賀
町
に
在
住
又
は
、

勤
務
し
て
い
る
人
、
お
よ
び
遠
賀
テ
ニ

ス
協
会
会
員

●
参
加
料

一
、
0
0
0
円
（
保
険
料
。
弁
当
代

含む）
●
申
込
締
切
　
1
0
月
2
0
日
（
土
）

●
向
い
合
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
振
興
係

℡
（
2
9
3
）
6
5
2
5

小
倉
城
周
辺
の
史
糠
を

訪
ね
て
　
郷
土
文
化
研
究
会

●
目
時
）
1
0
月
2
3
日
（
火
）
午
前
8
時

4
5
分
●
集
合
場
所
）
遠
賀
川
駅
前
●
行

き
先
）
　
小
倉
城
周
辺
史
跡
●
従
歩
行

渥
）
3
鳥
●
解
散
）
職
時
か
ら
1
3
時
頃

●
経
費
）
各
自
負
担
●
そ
の
他
）
雨
天

の
場
合
は
中
止
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ
先
）

水
口
℡
（
2
9
3
）
1
5
3
9



●　●　●　●　●

内場受時期

容所付同　日

ストレスがたまっ

て夜鳴きで迷惑！

ポチには責任あり

ません
最近、飼い犬の夜鳴

きの苦情をよく耳にし

ます。散歩などの運動

もさせずに放っておく

と犬でなくてもストレ

スがたまるのは当り前。

飼い主は愛情と責任

をもってペットをしつ

け近所に迷惑をかけな

い飼い方に努めてくだ

さい。

回田園田日田日田囚田園

年7回の成人病F検診を

40歳からの習慣にしよう
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婦
　
相
　
談

●
持
参
晶
　
母
子
健
康
手
帳

m
月
詔
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

1
3
時
2
0
分
～
1
3
時
0
0
分

役
場
保
健
室

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

産
前
産
後
の
知
識

妊
婦
体
環
と
お
産
の
補
助

動
作
印
鑑
（
母
子
態
度
手
帳
受

領
者
の
み
）

無
料

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

料
理
講
習
会

●
期
　
日
　
1
0
月
0
0
日
（
火
）

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
調
理
室

●
持
参
晶
　
エ
プ
ロ
ン

●
料
　
金
　
無
料

●
申
込
受
付
お
よ
び
定
員

1
0
月
1
7
日
（
水
）
ま
で

5
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
）

●
申
込
先
　
役
場
保
健
衛
生
係

0
歳
児
検
診

粗
大
ゴ
ミ
収
集
日
の
変
更

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
対
象
者

●
内
　
容

●
料
　
金

1
0
月
2
3
日
（
火
）

・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

・
検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

平
成
2
年
l
月
～
6
月
生

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導
無
料

平
成
2
年
4
月
よ
り
一
部
の
地
区
に

お
い
て
、
粗
大
ゴ
ミ
収
集
の
変
更
が
あ

り
ま
し
た
が
ご
存
じ
で
す
か
。
変
更
地

区
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
浅
木
小
筆
校
区
（
鹿
児
島
本
線
よ
り

南
側
に
居
住
し
て

い
る
世
帯
）

第
1
水
面
目
0
第
3
水
田
日

昭
和
六
十
二
年
に
、
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
人
は
十
九
万
九
千
人
を
超
え

ま
し
た
こ
れ
は
、
死
亡
者
全
体
の

二
六
・
六
％
を
占
め
で
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
亡
く
な
っ
た
人
の
四
人
に
一

人
が
、
が
ん
に
よ
る
も
の
で
、
二
分

三
十
八
秒
に
一
人
の
割
合
で
、
が
ん

に
よ
る
繊
維
者
が
丁
で
い
ろ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

急
激
に
種
え
で
い
る
肺
が
ん

が
ん
の
死
因
の
中
で
も
、
依
然
と

し
て
留
が
ん
が
男
女
の
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
が
∵
」
こ
数
年
、
急
激

に
増
え
て
き
て
い
る
の
か
肺
が
ん
で

す
。
肺
が
ん
は
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス

や
北
欧
で
多
か
っ
だ
の
で
す
か
、
競

近
、
日
本
で
も
増
加
し
、
男
女
と
も

が
ん
に
よ
る
死
因
の
二
番
目
と
な
り

ま
し
た
。

肺
が
ん
の
第
一
の
原
因
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
喫
煙
で
す
。
喫
煙
量

が
多
い
ほ
ど
、
ま
だ
喫
煙
開
始
年
齢

が
若
い
ほ
ど
、
肺
が
ん
に
な
り
や
す

い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
治
療
が
命
を
守
る

肺
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
改
め
ろ

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
喫
煙

を
で
き
ろ
だ
け
避
け
る
こ
と
だ
と
い

あ
れ
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
二
回
の
成
人
病
検
診

は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、
が
ん
か

ら
命
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
「
仕
事
が
忙
し
い
」
「
面
倒
だ
」

な
ど
の
理
由
で
成
人
病
検
診
を
受
け

ず
、
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
と
き

に
は
す
で
に
手
遅
れ
と
な
っ
て
い
た

で
は
、
家
族
に
と
っ
て
も
社
会
に
と

っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
す
。

四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
ま
で

の
生
酒
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

成
人
病
が
発
病
し
ゃ
す
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
を
見

直
し
、
年
一
回
の
成
人
病
検
診
を
受

け
ろ
こ
と
を
、
四
十
蔵
か
ら
の
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う
。


